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株主還元
配 当 金

安定的・継続的な配当に加え、業績を勘案した株主還元

＜設備投資等のキャッシュ需要も見据えた株主還元＞

2019年3月期　50円（予想）

＜大型投資へのキャッシュ需要＞
2016年3月期以降、設備投資資金需要が増加

利根工場新棟への設備投資
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完成済
投資額：201百万€
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売上高

営業利益

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期
（計画）

2020年
3月期

（当初計画）

68

143

211 217
203 225

中期経営計画振り返り

6,015

5,820

6,400

5,9215,9265,948

Ⅲ．次期中期経営計画に向けて

15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期
（計画）

20年3月期
（当初目標）

ＲＯＳ
（営業利益/売上高） 1.1% 2.4% 3.6% 3.7% 3.5% 3.5%

ＲＯＥ
（当期純利益/自己資本） 3.4% 8.4% 9.8% 10.5% 7.5% 8.0%

フリーキャッシュフロー
（営業CF＋投資CF） -91億円 60億円 161億円 82億円 ー

中計5年間で

300億円超

現中計期間
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次期中期経営計画に向けて

4 つの基本方針 実現できたこと

１ 成長に向けた事業ドメインの再構築

・ 利益体質への構造変革と安定した利益獲得
　（営業利益 200 億円水準の達成）
・ 将来の成長への足掛かりとなる新規設備投資
　（ミライ社、国内ヨーグルト設備など）
・ 適切な価格対応、不採算 SKU の削減

２ 資産効率の改善および合理化の推進
・ 遊休資産売却などによる財務体質の改善
・ 主力 2 工場生産中止による合理化

３ 経営基盤の強化
・ 経営戦略に連動した全社最適な組織改正の実施
・ ガバナンス体制の整備、取締役会の実効性向上
・ ダイバーシティ支援プログラムなど人財活用の体系化

４ 社会への貢献
・ CSR 体制の充実
・ 新たな理念体系とコーポレートスローガンの策定

中計策定当時に比べ、外部環境が大きく変わっている。
現中計を今期で終了とし、来期より新たな中期経営計画をスタート

中期経営計画振り返り
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次期中期経営計画に向けて

次に取り組むべき課題

来期より、3年間の新たな中期経営計画をスタート
（2020年3月期～2022年3月期）

4つの事業の連携による成長拡大

既存主力ブランド商品の立て直しと更なる強化

健康栄養機能性基軸の商品展開加速

ＢtoＣ事業の方針明確化による収益拡大

ＢtoB事業における独自素材の市場浸透

海外事業の更なる拡大と事業エリアの絞り込み

急騰するコスト（人件費、輸送費など）への確実な対応、生産性向上の取り組み

ESGを重視した経営に向けたKPI管理の明確化
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次期中期経営計画に向けて
次の100年に向けた取り組み

ESGを重視した経営へ

健康・栄養

「かがやく“笑顔”」を実現する
機能性と嗜好性を兼ね備えた
商品を開発・販売し、

健康・栄養をお届けします。

環 境

省エネルギー、廃棄物削減に
取り組みながら安全・安心な
商品を製造し、サステナブルな
社会づくりに貢献します。

人 権

人権に配慮した事業活動を行い、
多様性を尊重し、あらゆる人々が
能力を充分に発揮できる
環境をつくります。

供 給

環境・人権に配慮した
原材料を調達し、安全・安心を
重視した製造を経て、高品質な

商品をお届けします。

次世代育成

サステナブルな社会づくりに
貢献する次の世代を育成し、
未来をつくります。

人財育成

「かがやく“笑顔”」を実現する
人財の育成に力を
入れていきます。

コーポレート・
ガバナンス

持続的な成長と企業価値の
向上の実現に向けて

実効性の高いガバナンス体制の
整備および充実に継続的に

取り組みます。

・「7つの重要取組課題」の策定（2018年5月策定）
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当社グループの中長期の方向性

かがやく“笑顔”のために
乳で培った技術を活かし
私たちならではの商品をお届けすることで
健康で幸せな生活に貢献し豊かな社会をつくる

経営理念 ：

お客さまのニーズに幅広にお応えできる「技術力・開発力」
お客さまへ安全・安心を提供できる「ブランド力」

お客さまのニーズに幅広にお応えできる「技術力・開発力」
お客さまへ安全・安心を提供できる「ブランド力」

既存商品 健康栄養機能性を基軸
とした新規商品

部門横断の取り組み
当社独自シーズの最大有効活用

ウェルネス・クリニカル事業

海  外  事  業

ウェルネス・クリニカル事業

海  外  事  業

B to  C  事 業

B to  Ｂ 事 業

B to  C  事 業

B to  Ｂ 事 業



業績予想に関する注意事項
この資料の数値のうち、過去の事実以外の計画、方針、その他の記載にかかわるものは、将来の業績にかかる予想値であり、それはいずれも、
現時点において当社が把握している情報に基づく経営上の想定や見解を基礎に算出されたものです。
従いまして、かかる予想値は、リスクや不確定要因を含むものであって、現実の業績は諸々の要因により、かかる予想値と異なってくる可能
性があります。かかる潜在的リスクや不確定要因としましては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、国内外の各種
規制ならびに会計基準・慣行などの変更等が含まれます。
なお、この資料における記載金額については、億円単位未満を四捨五入して表示しているため、内訳と合計金額等が合わない場合があります。
また、特に注記のない場合は、累計値を表示しています。


